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平成19年度に実施された事業の結果報告及び今後の方向性（概要）

市民医療センター事務部 総務課
外来事業

所
管

※本ページは各事務事業の概要紹介と19年度の報告を目的としています。評価の詳細につ
いては次ページをご覧ください。

℡ 2992-1152

改善余地なし

縮小

説明　（計算方法等）

総合
評価

縮小

経費
（どれだけか
かったか）

当初予算額（千円）

拡充

項
目
名

統合

141

単位 人
内科患者数と小児科患者数／診療日数

436,385

340,203

単位

達成率

人44,746

実績

原則として、市民を対象にしているが、近隣市町村の方に利用されること
も多い。

日

小児科患者数（夜
間・休日除く）

項
目
名

対象とした数

実際に
利用した数

当センターは、内科・小児科・放射線科の診療科目を設け診療を行っている。当センターはその理念に、市民が
「安心・ふれあい・信頼」できる医療を提供することを主眼として業務を実施している。内科の診療受付が、月曜
日から金曜日（祝日・年末年始を除く）の午前８時３０分から午前１１時までである。小児科（中学生以下対象）受
付は、午前中は内科と同じであるが、午後１時３０分から午後４時までとなっている。また、専門外来・一般健康
診断・小児科予防接種・乳児健診等も行っている。

人

項
目
名

内科患者数

事業の目的
（何の為に

行うか）

対　　象
（誰を、何を
対象としてい

るか）

* 事業の継続

成果
（結果として
どうなった

か）

(

何
を
し
た
か

）

活動
実績

21856 13161

活
動
の
内
容

245

今後の
方向性

（所管の意
見）

利用者一人当たり単価（円）

％

9,945.0

〔 〕* 改善・効率化 改善余地なし

休止

その他

終了増額 減額* 現状どおり

拡充 改善・効率化 〕〔その他

地域住民の医療ニーズを的確に把握して、地域における医療提供体制の充実を図り、良質な医療を効率的・継
続的に提供する。

事業名

今後の
方向性

（二次評価の
意見）

二次評価実施の有無

終了

現状どおり 増額 減額

* 無し⇒終了有り⇒下記評価へ

終了

統合

終了 事業完了 終了

単位 人 単位

143 101.4

単位 人 単位 人

目標値

決算額（千円）

445,002

事業費合計（千円）
※人件費・公債費を含む

445,002



本事業の左記計画における位置づけ・・・

本事業の左記計画における位置づけ・・・ 無し
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245 245法定受託事務

090100

（2）市民医療センターの充
実

245診療日数 日 245

20

市民医療センター事務部 総務課

開始年度　　　昭和

自治事務事業の種別

医事グループ

090104

担
当
部
課

部課コード①事務事業名

外来事業
事業コード

分野別計画・指針

℡

法定受託＋附加

ｸﾞﾙｰﾌﾟ

根拠法令

2992-1152

終了年度　　　平成 年度

②
事
　
業
　
の
　
概
　
要

ｺｰﾄﾞ

≪　最終評価

⇒ （ 終了

統合縮小⇒ （

地域住民の医療ニーズを的確に把握して、地域における医療提供体制の充実を図り、良質な医療を効率的・継続的に提供する。

原則として、市民を対象にしているが、近隣市町村の方に利用されることも
多い。

年間延患者数

18 18

事業開始の背景

年度 人

3231
公営企業の経営健全化

関連・類似事業

総合計画の体系
政
策

入院事業、小児夜間診療

施
策

6節 保健・医療
中
柱

3 地域医療の充実
第3章 豊かな心で健やか
に暮らせる支え合いのまち

11

行政改革大綱における行動計画への位置づけ

位･H19市民意識調査における施策の順位…43施策中 H20

ｺｰﾄﾞ

インフルエンザの予防接種について、午前中の内科診療時間内に処置室で実施していた。
別枠で午後の実施に変更⇒予防接種対象者のみで実施することから、決まった時間内により多くの対象者を受け入れることができた。

医療法・地方公営企業法・地方自治法・所
沢市市民医療センター使用料及び手数料
条例

その他 〔

）

改善余地なし

一次評価

都市化に伴う救急医療体制の確立と公的医療機関の整備・充実を強く市民から望まれ、昭和５１年９月に地域医療あるいは救急
医療の観点から高度の医療体制を備えた病院として開設した。
　なお、より高度の診断治療については埼玉医大、防衛医大、国立西埼玉中央病院等との連携を図る考えのもとに診療科目は、
内科・小児科・放射線科の３科とした。

二次評価 ≫

〕）

減額現状どおり 増額

340,20319

平成19年度事務事業評価結果（平成20年度の方向性）

44,746
対象数 単位

人

33,980

年度
単位利用数

利用数の考え方

年度

事業の具体的な内容及び実施方法

年度

④
前
年
評
価
と
改
善
点

拡充 改善・効率化

③
事
　
業
　
の
　
内
　
容

平成

平成 人

平成 人

対象（誰を、何を対象としているのか）

市民病院としての役割を十分認識し、多様化する患者ニーズに十分応えられるよう、限られた予算の中で創意工夫し改善する。

終了

総合評価 拡充 縮小

平成21年度における事業の方向性

　

成果分析 一日の患者数

評価理由

人

）

減額現状どおり

⇒ （

終了

増額

計算方法

内科患者数 延べ人数

小児科患者数（夜間・休
日除く）

延べ人数

項目名

現　状　評　価

内科患者数と小児科患者数／診療
日数

年度事務事業評価表（一般用）

実績値の拡大を図る１
実績値の縮小を図る２101.4

1
143

152

単位

）

時期（いつまで）

有 無

平成21年度における事業の方向性

〕縮小 改善余地なし

休止終了

達成率 98.6

〔改善・効率化 その他

％

見直しの必要性

受益者負担の有無

147

平成２０年度中

139

無

141

現　状　評　価

実　績

22000

12251

Ｈ 将来目標18 Ｈ 19 H20見込み

15300

2190021856人

人 13161

21737

目標値 141

平成19年度中に改善した点

終了 休止事業完了

終了予算

当センターは、内科・小児科・放射線科の診療科目を設け診療を行っている。当センターはその理念に、市民が「安心・ふれあい・信頼」できる医療を提
供することを主眼として業務を実施している。内科の診療受付が、月曜日から金曜日（祝日・年末年始を除く）の午前８時３０分から午前１１時までであ
る。小児科（中学生以下対象）受付は、午前中は内科と同じであるが、午後１時３０分から午後４時までとなっている。また、専門外来・一般健康診断・小
児科予防接種・乳児健診等も行っている。

総合評価

材料費・経費・減価償却費等 122,835 151,022

企業債償還金・消費税等

平成 19

予算

⇒ （

活動実績

類似事業
がない

統合等必
要なし

⑨
個
別
計
画
に
お
け
る
方
向
性

施策の方向

平成年度

平成

19

337,883平成

事業の継続

目的（何のために行うか、具体的に）

計画ｺｰﾄﾞ

施
策
の
方
向

◎環境基本計画

無し 計画ｺｰﾄﾞ

施
策
の
体
系

基本目標

主要課題

◎次世代育成支援行動計画

･実施計画における位置づけ… H19 ***

小
柱

実施主体

評価項目 評価項目
***

⑦
一
　
次
　
評
　
価

対象設定

事業の継続

評価日

総合評価

明らかとなっ
た課題

小児科医療機関の不足に伴い、小児科の受診件数が増となる傾向となってきている。疾病で不安となっている患者･付添い人に対して適
切な案内、医療サービスを行える体制作りをこれまで以上に努める必要がある。

今期目標項目（何を）

平成20年度に
おける目標設
定

診療補助体制の整備

対象を絞る

事業の対象を見直す必要性

見直しの必要な
し

ｺｰﾄﾞ 対象を拡大する

有 無

達成水準（どこまで）

看護師本来の業務に専念できるよう、外来に臨時職員を配
置し補助業務を行う。

評価日

やや低い 低い部内優先順位・・・ 位

記入者職氏名

評価日

減額

評価理由

事業完了

統合

総務課長　桑原　茂

〔 〕改善余地なし その他

平成20年6月6日

⑧
二
　
次
　
評
　
価

他事業との整
理・統合

受益と負担の
関係

終了

拡充

類似・関連事業などとの整理・統合

統合する 連携する

見直しの必要性

有

現在の実施主体

市

一
次
評
価
を
受
け
て

次
年
度
用
事
前
評
価

　A：優先的に資源配分をするべきと評価する事務事業

　B：重要であり引き続き実施すべきと評価する事務事業

　C：現状での実施は見送るべきと評価する事務事業

見込まれる
貢献度

評価理由

予算

高い
優
先
度
評
価

現状どおり

総合計画上位目標

市長マニフェスト

増額

終了改善・効率化

非常に高い

統合

収
益

収益と事業 平成

決算（見込み含む） 400,013

当初予算 439,043

18 年度

479,192

補助・負担

一般会計からの繰り入れ 108,182 129,071

利用者一人あたり（単位：円） 11,769 10,709

国・県補助金 0 0

事
業
費

当初予算 438,263 436,385 507,613

決算（見込み含む） 398,724 445,002

費用内

人件費 267,803 289,284

職員数（正職・臨職・嘱託医師） 17.6　9.7　9.6 正職17.3　臨職10.2　嘱託21.7

5,083 4,696

利用者一人あたり(単位：円） 11,734 9,945


